「復活のイエス様」　マルコ16:15　2013年3月31日(日)　イースター礼拝
１．イエス様は神様なのに人となってお生まれくださいました。しかも貧しい家畜小屋でお生まれになったのです。

２．やがて30歳になったイエス様は、多くの人たちに神様の愛を示し、教えられました。

３．そしてイエス様は私たちの罪を背負って、十字架で死んでくださったのです。

４．しかしイエス様は、三日目によみがえってくださいました。そして天に昇り、今も生きておられます。このことをお祝いする日、それがイースターです。

でもこのことを「嘘だ」と否定する人たちがいます。その人たちは、こんなことを言います・・・

５．（１）弟子たちはお墓を間違えた説

弟子たちだけでなく女性たちもお墓に行ったのだから、全員がお墓がわからなくなったとか、他のお墓と間違えるなんてことはないよね。
６．（２）本当は死んでいなかった説

　聖書を読むと、兵隊がイエス様が死んだことを確認していることがわかります。大勢の人の前で十字架にかかられたイエス様が実は死んでいなかった、なんてことはちょっと考えられないよね。

７．（３）弟子たちが盗んだ説

　弟子たちがイエス様の死体を盗み出して嘘をついたっていう人がいるけど、十字架にかかられたイエス様を見捨てて逃げた弟子たちが、たった三日後にイエス様を盗み出すほどの勇気を持つなんてことはありえないよね。それに弟子たちにとって、命をかけてまでイエス様を盗み出す意味なんてないし、たとえ本当に盗み出していたとしても、そんな嘘をついたことに対して命をかけることなんで弟子たちに出来たのかな？
８．（４）敵が盗んだ説

　弟子たちが「イエス様は復活した！」と喜んでそれを伝えた時に、「ほーら、ここに死体はあるぞ」と出せばよかった。それをしなかった、それができなかったということは、この説はありえないよね。

９．（５）誰かが盗んだ説

　イエス様のお墓は兵隊たちが守っていたので、そこから誰かが盗み出すことなんで出来なかったんだ。

１０．（６）幻を見た説

　復活したイエス様は何度も姿を現されたって聖書には書いてあるよ。それに、復活のイエス様に出会ったと言っているのは弟子たちだけじゃないし、女性たちも、それから500人以上の人たちにも同時に現れたって書いてあるよ。その人たちが全員同じような幻を見たっていうことは、絶対にありえないよね。

１１．（７）古い神話（伝説）の中にも死者の復活はよくあるからそこから影響された説
　確かに昔話や神話の中に「死んだ人が生き返った」っていう話はあるかも知れないけど、そのために命をかけた人たちがいるっていうことは聞いたことがないよ。ましてや、それらの昔話や神話や伝説を今でも信じている人なんているのかな？それにくらべてイエス様の復活は世界中の人たちが信じているし、これからも世界中に宣べ伝えられていくんだよ。
１２．（８）弟子たちの心の中に復活した説

　イエス様は本当は復活していないんだけど弟子たちの心の中に生き続けている、これを復活と呼んでいる･･･っていう説があるんだけど、本当にそんなことのために弟子たちは命をかけたのだろうか？

１３．今、８つの「実はそうなんじゃないか･･･」っていう“説”がありましたけど、この中に真実はありません！　イエス様の復活は本当のことなのです。イエス様は私たちの罪のために十字架にかかってくださり、三日目によみがえってくださったまことの神様です。そして今も生きておられ、愛と恵みを私たちに注ぎ、永遠の命（天国）へと導いてくださるお方です。
「全世界に出て行って、すべての造られたものに福音を宣べ伝えよ。」マルコ16:15

 "Go into all the world and preach the good news to all creation.”  Mar 16:15 

　　私たちの救い主イエス様をこれからも信じて歩んでいきましょう。
　そしてイエス様の十字架と復活の恵みを、まだイエス様を知らない人たちに伝えましょう。　　おしまい。

